
 

 

 

１． 結果のポイント 

     ・正答率は４９％で，全国の４８．３％を０．７ポイント，県の４５％を４ポイント上回っている。 

     ・領域別では，「数と式」「関数」の領域で全国・県の正答率を上回っている。「図形」「データの活用」

においては県を上回ったものの、全国の値については下回った。 

     ・観点別では，「知識・技能」で０．８ポイント、全国の正答率を上回っている。「思考・判断・表現」では

全国の正答率を０．２ポイント下回った。 

 

２． 課題が見られた問題と指導の改善事項 

（１） 図形 ９ （１）四角形 AECF が平行四辺形であることの証明を振り返り、新たに分かること

を選ぶ。 

 

① 出題のねらいと内容 

 

 

 

 

② 解答状況 

□正答率 48.6%（全国 58.5%） 

□無解答率 0% 

 

③ 指導の改善事項 

○ 証明を振り返り、新たに分かる辺や角の

関係を見いだすことができるようにする 

予想した事柄が成り立つことを証明した

後に、問題で与えられた条件や証明を改め

て振り返る場面を設定し、新たに分かる関

係を見いだすことができるように指導するこ

とが大切である。 

例えば、四角形ＡＥＣＦが平行四辺形であ

ることから、新たに分かる辺の関係として、Ａ

Ｅ∥ＦＣ、ＡＥ＝ＦＣを見いだす活動を取り入れることが考えられる。具体的には、四角形ＡＥＣＦが平行

四辺形になることを証明した後に、仮定や仮定から分かる辺の関係を図や証明から見いだして整

理し、四角形ＡＥＣＦが平行四辺形であることから新たに分かる辺の関係を見いだすことができるよ

うにすることが大切である。 

なお、角についても同様に考え、新たに分かる角の関係を見いだす活動を取り入れることも考え

られる。 
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証明を振り返り、証明された事柄を基にして、

新たに分かる辺や角についての関係を見いだ

すことができるかどうかをみる。 



（２） 関数  ８ （２）A駅から60.0km地点につくられる新しい駅の運賃がおよそ何円になるか

を求める方法を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 出題のねらいと内容 

 

 

 

    ① 出題の趣旨 

 

 

② 解答状況 

□正答率 37.5%（全国 38.0%） 

□無解答率 35.4%（全国 35.0%） 

 

③ 指導の改善事項 

○  問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにする 

様々な問題を数学を用いて解決できるようにするために、問題解決の見通しを立てる場面や、問題

解決の過程や結果を振り返る場面において、数学を活用する方法を考え、説明できるように指導する

ことが大切である。 

本設問を使って授業を行う際には、原点にある点Ａから点Ｅまでのすべての点がほぼ一直線上に

並んでいることから、二つの数量の関係を比例と仮定して考えられるようにすることが大切である。そ

の上で、Ａ駅から新しい駅までの運賃がおよそ何円になるかを求める方法について、表、式、グラフを

どのように用いればよいかを説明する活動を取り入れることが考えられる。このとき、例えば、次のよ

うな説明ができるようにすることが大切である。 

＜表を用いる場合＞ 

表の数値を用いて比例定数を調べ、その比例定数でＡ駅からの走行距離が６０．０ｋｍになるときの

筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる。 

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法数学的に説明することができるかどうかをみる 



運賃を計算する。 

＜式を用いる場合＞ 

対応するx とy の値をもとに、x とy の関係を比例の式で表し、その式にx ＝６０ を代入し、y の

値を求める。 

＜グラフを用いる場合＞ 

点Ａから点Ｅをもとに、直線のグラフをかき、x 座標が６０のときの y 座標を読む。 

 

このような説明ができるようにするためには、問題解決の見通しを立てる場面において自分の考

えた解決の方法を表現したり、問題解決を振り返る場面においてどのような方法で解決したのか

をまとめたりすることが大切である。その際、表現が不十分な説明を取り上げるなどして、より洗練

された表現に高めていく活動を取り入れることが考えられる。 

 

【参考・引用】 令和７年度全国学力・学習状況調査報告書（文部科学省・国立教育政策研究所） 


